
教員名 吉永 直樹 准教授 研究場所 生研 研究分野 自然言語処理・計算言語学

ことばを速く、正しく「計算」する技術で、人のこころと社会の動きを読み解く
人は言語を用いて考え、社会での体験を記録し、他人に伝えることができます。本研究室では、膨大な言葉から人の心と
社会の動きを読み解き、人の情報伝達・理解を支援することを目指して、計算機を用いて言葉を速く、正しく「計算」する
工学的研究（自然言語処理）に幅広く取り組んでいます。これらの技術の追求が、ときに確率的に、ときに規則正しく振る
舞う自然現象である言語の「かたち」に迫る理学的研究（計算言語学）や人間の知能の働きの解明に繋がると考えています。

http://www.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/~ynaga/

言葉から人のこころを理解する
直接観測できない人の心を言葉から
読み解く研究を行っています。具体的
に、テキストから書き手である大衆の
価値観を捉える手法を開発しました。
また、深層学習を用いて個人が用いる
単語の意味の揺らぎの数理的なモデル
化を行いました（図 1）。現在は、対話
システムとの会話を通して話者の心身
の状態を把握・改善するプロジェクト
に取り組んでいます。

言葉から社会の動きを読み解く
実世界の情報を言語で発信する人々
をソーシャルセンサとみなし、膨大な
投稿から社会の動きを把握する研究を
進めています。具体的に、言語情報の
冗長性に着目しテキストの量の変化に
応じて言語解析（構文・意味解析）を加
速する機械学習手法を考案しました。
現在、テキストから新事物などの世界
知識を即時検出する知識獲得手法やそ
の集積技術を研究しています（図 2）。

人の情報伝達・理解を支援する
人の情報伝達を支援する機械翻訳や

対話システムの研究を行っています。
これまでに、聞き手の感情を揺さぶる
人間的な対話システムや、時間情報や
画像など非言語情報を活用したマルチ
モーダル翻訳・対話システムの研究を
行っています（図 1）。また言語の壁を
越えた汎言語的な多言語処理モデルの
開発や文法誤り訂正、テキスト平易化
など周辺技術の研究も進めています。

本研究室では、研究を社会実装につなげることを重視しています。これまで、日々蓄積されるソーシャルビッグデータ
（図 3）を実際に解析して社会の動きを捉えるシステム（図 4）を構築してきました。現在は、スマートスピーカに実装した
対話システムを用いて、高齢者のヘルスケア支援を進めています。我々は、既存の研究の後追いでなく、新たな研究課題を
生み出す意欲のある方の参加を歓迎します。また、漠然とことばを科学したい方の参加も歓迎します。
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図 1: 言葉を通した人のこころの理解と情報伝達の促進 図 2: 超高速かつ適応的にテキストを読み解く基礎言語解析
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図 3: ソーシャルビッグデータ 図 4: 東日本大震災発生日の話題追跡

質問や見学の希望などありましたら、気軽に吉永 (ynaga@iis.u-tokyo.ac.jp) までご連絡ください。


